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（（仮称）伊岐津志トンネル貫通式）
　県道主要地方道多治見白川線のうち、御嵩町
中（大庭台）地区から八百津町伊岐津志地区の
区間は、道幅が狭く急カーブが多いため、岐阜
県が以前より平成 28年の開通をめざしトンネ
ル工事を進めているなか、今回貫通式が行われ
ました。
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　平成 26年第２回定例会は平成 26年６月５日に開会し、６月 13日までの９日間を会期として開会しました。
　提出案件は、平成 26年度一般会計補正予算、条例の一部改正など上程議案が９件が上程され、一部の議案を除き、
賛成全員で可決されました。また、報告案件が８件（町長報告４件、議長報告４件）ありました。
　一般質問には、町政の諸問題などについて７名の議員が登壇しました。（※関連７ページ）

平成26年 第２回定例会

　今回、上程された議案は、民生文教常任委員会協議会（5/26）、総務建設産業常任委員会協議会（5/29）、全員
協議会（5/30）で内容確認及び審査を行いました。

※発議第１号子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧奨見合わせの継続と、接種後に生じた健康被害の
早期解決と検診の充実に関する意見書に対する修正動議の討論内容（討論を行う場合は、修正動
議案に対して反対者と賛成者を交互に発言させる「討論交互の原則」に基づいて進められます。）

議案の審議経過

議案の審議結果
【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択
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議案第 29号から第 35号、請願第１号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

発議１号（修正後） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ◎

発議１号に対する修正動議 － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ◎

《反　対》
10番　岡本　隆子　議員
　厚労省は専門部会による分析・評価を行った上で、改めて判断するとしている。専門部会では接種後の痛み
の副反応は心理的・社会的要因が原因と結論づけ、積極的勧奨再開に前向きの姿勢である。再開に対して不安
を抱える現場に一番近い地方議員が念押しのためにも、積極的勧奨見合わせの継続を要望する声を出すのは当
然であるので反対。

《賛　成》
12番　谷口　鈴男　議員
　接種と発病の因果関係は明確ではないが否定できない。現在も積極的勧奨の見合わせが継続されており、あ
えて項目を記載する必要はないものだと考えるため賛成。

《反　対》
　３番　安藤　雅子　議員
　国は現在、ワクチンの積極的勧奨を見合わせているが、有効性と安全性の検討という部分が十分に検証され
ないうちに認められていく可能性が大きい。安心・安全性の担保のためにもこの項目は入れたほうがよいと考
えるので項目を削るのは反対。

《賛　成》
　７番　伊崎　公介　議員
　実務官庁である厚生労働省を信頼し、因果関係が徹底して検証されれば、ワクチン自体を禁止するという形
に持っていけばよいので、この項目を削ることに賛成。
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人　　　事

議案第 29号 御嵩町監査委員の選任につき
同意を求めることについて

現委員（識見を有する者=代表監査委員）の任
期が平成26年6月16日に満了するため、委員
【再任】の選任について議会の同意を得るもの

賛成全員で同意
（※関連18ページ）

議案第 30号
御嵩町固定資産評価審査委員
会委員の選任につき同意を求
めることについて

現委員の任期が平成 26年 6月 10日に満了す
るため、後任委員の選任について議会の同意
を得るもの

賛成全員で同意
（※関連6ページ）

平成 26年度　補正予算	 （単位 : 千円）

会　計　名 補正前予算 補　正　額 補正後予算

議案第 31号 一般会計補正予算（第 3号） 8,252,017 2,327 8,254,344

平成 26年度　補正予算の内容

議案第　8　号 平成 25 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 7号）について

歳入 :岐阜県防災キャンプ推進事業委託金の計
上、財政調整基金繰入金の増額
歳出 :内閣官房派遣職員の旅費の増額及び建物
借上料の計上、上之郷小学校防災キャンプ事業
費、文化財保護費補助金（顔戸祭礼）の計上

賛成全員で可決

条　　例

議案第 32号
御嵩町職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制
定について

関係する法律の施行に伴い、条例に規定されて
いる災害派遣手当等について、復興計画の作成
等のため町に派遣された者に対する手当を追加
また、職員の給与から控除することができる
項目（法定外控除）を精査し改正するもの

賛成全員で可決

議案第 33号 御嵩町町税条例等の一部を改
正する条例の制定について

関係する法律の改正に伴い、法人町民税法人
税割の税率の引き上げ、軽自動車税の標準税
率等の引き上げ及び重課の導入、公害防止施
設・償却資産に係る固定資産税の特例措置（わ
がまち特例）の導入、拡充などについて改正
をするもの

賛成全員で可決

議案第 34号
中部圏都市開発区域の指定に
伴う御嵩町固定資産税の不均
一課税に関する条例を廃止す
る条例の制定について

中部圏法に係る不均一課税の減収補てん制度の
対象期間が平成26年 3月 31日までで適用終
了となり延長もないため町条例を廃止するもの

賛成全員で可決

その他の議案

議案第 35号 損害賠償の額の決定及び和解
について

町が起こした事故に対し、損害賠償額が 50万
円を超えるため、相手方に対する損害賠償の
額及び和解について議会の議決を求めるもの

賛成全員で可決

請願第　1　号 願興寺解体修復に伴う検討委
員会設置の請願

願興寺本堂解体修復に伴う検討委員会設置、連
絡会（建設準備委員会）設置、願興寺本堂解体
修復の実施を議会に対して請願されたもの

賛成全員で採択

※地方議会に対する請願とは

　地方公共団体等の公共団体に対して、それらが所管する事項に関し、一定の措置をとるよう、あるいはとらな
いよう希望し、申し出ること。
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議員発議

発議第　1　号

子宮頸がん予防ワクチンの積
極的勧奨見合わせの継続と、
接種後に生じた健康被害の早
期解決と検診の充実に関する
意見書

子宮頸がんワクチンについては、その有効性
と安全性を精査し検討するまでの間、国とし
て積極的勧奨の見合わせを継続すること、副
反応の検証と解明及び結果報告、接種後に生
じた健康被害の相談体制の構築と治療方針の
早期確立、若い世代が受診しやすい検診体制
の工夫と充実を要望することを国会又は関係
行政機関へ意見書を提出するもの

賛成多数で可決

※取り消し線は、修正動議が可決されたことにより修正

修正動議

発議第 1号の
修正動議

子宮頸がん予防ワクチンの積
極的勧奨見合わせの継続と、
接種後に生じた健康被害の早
期解決と検診の充実に関する
意見書に対する修正動議

題名を「子宮頸がん予防ワクチンの接種後に
生じた健康被害の早期解決と検診の充実に関
する意見書」に改め、要望事項本文中「子宮
頸がんワクチンについては、その有効性と安
全性を精査し検討するまでの間、国として積
極的勧奨の見合わせを継続すること」を削る。

賛成多数で可決
※討論あり

諸般の報告（議長報告）

（1） 定例監査実施報告書 平成 26年 5月実施

（2） 随時監査実施報告書 平成 26年 5月実施

（3） 財政援助団体実施報告書 平成 26年 5月実施

（4） 現金出納検査結果報告 （平成26年2月分から平成26年4月分）

諸般の報告（町長報告）

報告第 1号 平成 25年度御嵩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について（伏見児童館改築事業、
子ども・子育て支援システム導入等業務委託、道路ストック調査点検業務委託）

報告第 2号 平成 25年度御嵩町下水道特別会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

報告第 3号 御嵩町土地開発公社の経営状況に関する報告について

報告第 4号 町有地の信託に係る事務の処理状況に関する報告について

御嵩町農業委員会選任委員の推薦　（敬称略）

氏　　　　名 住　　　　　所

浅
あさ

　野
の

　由
ゆ

　紀
き

御嵩町津橋（津橋）

可
か

　兒
に

　完
かん

　治
じ

御嵩町御嵩（送木）

中
なか

　川
がわ

　喜
き え こ

栄子 御嵩町顔戸（顔戸南）

伏
ふせ

　屋
や

　光
みつ

　幸
ゆき

御嵩町伏見（中町）
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　平成 26年 4月 28日に、平成 26年第２回臨時会を開会しました。
　一般会計補正予算など５件が上程され、原案のとおり承認・可決されました。

平成26年 第２回臨時会

　今回、上程された議案は、全員協議会（4/24）で内容確認及び審査を行いました。

議案の審議経過

議案の審議結果
【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択
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承認第１号から第３号、議案第 26号、第 27号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

補正予算

承認第　1　号
専決処分（※）の承認を求めること
について（平成25年度御嵩町一
般会計補正予算（第8号）について）

歳入 : 地方交付税など交付額確定による増額
歳出 : 財政調整基金積立金、庁舎整備基金積立
金の増額（3月 31日付　専決）

賛成全員で承認

議案第 26号 平成 26 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 1号）について

歳入 : 財政調整基金繰入金の増額
歳出 : 過誤納金還付金の増額 賛成全員で可決

補正予算の内容	 （単位 : 千円）

会　計　名 補正前予算 補　正　額 補正後予算

承認第　1　号 平成 25 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 8号） 6,531,880 104,877 6,636,757

議案第 26号 平成 26 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 1号） 6,730,000 12,000 6,742,000

条　　例

承認第　2　号
専決処分（※）の承認を求めるこ
とについて（御嵩町町税条例
等の一部を改正する条例）

地方税法改正に伴い新築住宅に係る固定資産税の減額措
置の延長及び耐震改修が行われた既存建物に係る減額措
置の創設について、法律の施行日である 4月 1日に併
せて条例の一部改正を行うもの（3月 31日付　専決）

賛成全員で承認

承認第　3　号
専決処分（※）の承認を求めるこ
とについて（御嵩町国民健康
保険税条例の一部を改正する
条例）

税制改正に伴い課税限度額の見直し、5割軽減
措置の拡大及び 2割軽減措置の拡大について、
法律の施行日である 4月 1日に併せて条例の
一部改正を行うもの（3月 31日付　専決）

賛成全員で承認

その他の議案

議案第 27号 工事請負契約の締結について 下水道事業　下水道管渠改築第 2期工事
（中地内）の予定価格が 5,000 万円以上のため 賛成全員で可決

※専決処分とは
　地方自治法に基づき、本来議会の議決が必要な事項について、議決をせずに町長自らが決めること。緊急で、
議会を招集する時間がない場合などに限った補充的手段。
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　平成 26年５月 19日に、平成 26年第３回臨時会を開会しました。
　一般会計補正予算１件が上程され、原案のとおり可決されました。

平成26年 第３回臨時会

　今回、上程された議案は、全員協議会（5/19）で内容確認及び審査を行いました。

議案の審議経過

議案の審議結果
【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択
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議案第 28号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

補正予算

議案第 28号 平成 26 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 2号）について

歳入：特定鉱害復旧事業費負担金、財政調整
基金繰入金の増額
歳出：環境モデル都市関連工事費を設計及び
監理委託料へ組み換え、地盤調査委託料、南
海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災モデル事業工
事費及びその他経費の増額
債務負担行為（※）：南海トラフ巨大地震亜炭鉱
跡防災モデル事業費
（H27～ H28年度）2,866,000 千円

賛成全員で可決

※債務負担行為とは

　1つの事業や事務が単年度で終了せずに、後年度においても「負担=支出」しなければならない場合には、議
会の議決によりその期間と額を確定するもの。

補正予算の内容	 （単位 : 千円）

会　計　名 補正前予算 補　正　額 補正後予算

議案第 28号 平成 26 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 2号） 6,742,000 1,510,017 8,252,017

桑
くわ し た

下博
ひろ ゆ き

行	氏を選任
　平成 23年 6月から 3年間務められた井戸好文	氏の任期満了に伴い、桑下博之	氏を
選任する案が平成 26年第 2回定例会で同意され、6月 11日付けで町長から任命され
ました。任期は平成 26年 6月 11日から平成 29年 6月 10日までです。

住所　御嵩町美佐野（美佐野）

固定資産評価審査委員
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平成26年　第2回定例会

そこが知りたい

一般質問の「問・答」は、質問議員
本人の文責です。一般質問のページに
掲載した内容について、議員に直接連
絡がつかない場合は、ご質問の内容、
お名前、連絡先（住所、電話番号等）
を添えて、議会事務局まで書面にてお
届けくだされば、各議員に連絡いたし
ます。

文責についてお知らせ

町議会の一般質問
を放映しています

議会で行われた一般質問がケーブルテレ
ビ可児で放映されています。当日に生放送
される予定ですが、録画放送及び再放送も
されますので、町議会を傍聴することがで
きない方は、ぜひご覧ください。

一般質問は 6月 10 日に行われ、一般質問には 7人の議員が活発な質問をしました。

1　高山　由行　議員 ………… ８ページ
○願興寺の保存について
○土曜授業について

2　柳生　千明　議員 ………… ９ページ
○名鉄八百津線跡地整備について

3　岡本　隆子　議員 …………10ページ
○ふるさと納税をいかに PRして町の地域振
興を図っていくか
○上之郷地区における子育て支援について

4　山田　儀雄　議員 …………11ページ
○町有地の有効活用について
○上之郷西部の住宅造成開発について

5　大沢　まり子　議員 ………12ページ
○地域包括ケアシステム構築について

6　安藤　雅子　議員 …………13ページ
○ JA跡地の有効活用について

7　伊崎　公介　議員 …………14ページ
○水道事業会計の健全性について
○補助金交付状況について

あなたも議会を傍聴しませんか
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重要な問題
が審議されます。
所定の受付簿に住所、氏名等を記入し、傍聴券の交付
を受けることにより、町議会を傍聴することができます。
お気軽にお越しください。
くわしくは、議会事務局までお問い合わせください。

☎ 67-2111（内線 2252）
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願
興
寺
の
保
存

に
つ
い
て

歴
史
あ
る
国
、
県
、
御

嵩
町
指
定
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
願
興
寺
は
、

民
衆
の
力
で
再
建
さ
れ

て
か
ら
四
百
年
以
上
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
み
、

こ
の
ま
ま
で
は
消
滅
の

危
険
も
あ
る
。
官
民
協

働
で
保
存
事
業
を
実
施

す
る
時
期
に
あ
る
と
考

え
以
下
の
点
を
お
伺
い

す
る
。
保
存
に
対
す
る

要
望
の
経
緯
と
保
存
工

事
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を

教
育
参
事
に
、
保
存
と

保
存
事
業
に
対
し
て
の

所
信
を
町
長
に
お
伺
い

す
る
。�

【
教
育
参
事
】

昨
年
10
月
に
町
民
有

志
の
方
で
「
文
化
財
保

存
を
考
え
る
会
」
が
設

立
さ
れ
、
12
月
に
「
重

要
文
化
財
願
興
寺
本
堂

全
面
改
修
に
伴
う
国
庫

補
助
事
業
推
進
に
当
た

っ
て
の
協
力
願
い
」
が

町
に
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。願

興
寺
本
堂
は
、
国

指
定
重
要
文
化
財
で
あ

り
ま
す
の
で
、
補
助
対

象
経
費
の
85
％
が
国
庫

補
助
金
、
4
％
が
県
補

助
金
、
工
事
費
か
ら
国
、

県
補
助
金
を
差
し
引
い

た
額
の
二
分
の
一
が
町

補
助
金
と
し
て
交
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。
事
業

費
か
ら
補
助
金
を
除
い

た
額
が
願
興
寺
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
申
請

に
か
か
る
期
間
は
、
所

有
者
の
願
興
寺
が
事
業

実
施
を
決
定
さ
れ
ま
し

て
か
ら
お
お
よ
そ
2
年

間
か
か
り
ま
す
。
そ
の

後
に
保
存
工
事
の
着
手

と
な
り
ま
す
。

�

【
町
長
】

確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
第
1
点

目
に
、
行
政
と
し
て

は
こ
の
事
業
の
名
称
を

「
願
興
寺
本
堂
修
理
」

に
統
一
し
た
い
。
2
点

目
に
、
事
業
主
体
は

所
有
者
で
あ
る
願
興
寺

住
職
で
あ
る
。
3
点
目

に
、
文
化
財
保
存
を
考

え
る
会
は
事
業
主
体
を

補
完
す
る
立
場
で
あ
る
。

4
点
目
に
、
本
堂
の
修

理
は
事
業
主
体
の
意
思

表
示
が
あ
れ
ば
ス
タ
ー

ト
は
で
き
る
が
中
止
は

で
き
な
い
。
5
点
目
に
、

今
回
、
議
会
に
請
願
が

出
て
い
る
連
絡
会
、
建

設
準
備
委
員
会
は
寄
付

金
を
集
め
る
団
体
に
は

な
ら
ず
、
毎
年
度
の
工

事
費
や
契
約
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
役
割
が
課
せ

ら
れ
る
委
員
会
に
な
る
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
を
前
提
に
、

現
段
階
で
約
束
で
き
る

こ
と
と
し
て
は
、
御
嵩

町
文
化
財
保
護
費
補
助

金
交
付
要
綱
に
沿
っ
て
、

国
・
県
の
補
助
残
の
2

分
の
1
の
確
保
と
、
人

的
な
体
制
、
組
織
的
な

体
制
の
強
化
、
事
務
手

続
等
の
行
政
に
よ
る
代

行
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。願

興
寺
と
し
て
も
、

こ
れ
を
機
会
に
今
後
の

運
営
方
法
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
直
し
、
将
来

に
わ
た
る
応
援
体
制

を
考
え
て
い
か
な
い
と
、

願
興
寺
そ
の
も
の
が
風

化
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
も

切
れ
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
が
、
現
在
頑
張

っ
て
い
る
方
々
に
は
白

旗
を
上
げ
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

土
曜
授
業
に

つ
い
て

学
校
教
育
法
の
施

行
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

岐
阜
県
で
も
自
治
体
独

自
に
土
曜
授
業
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
所
が
あ
る

が
、
本
町
の
土
曜
授
業

に
対
し
て
の
考
え
方
を

伺
う
。�

【
教
育
長
】

学
校
週
五
日
制
の
実

施
に
伴
い
教
育
委
員
会

は
、
土
曜
日
の
受
け
皿

づ
く
り
、
学
力
向
上
推

進
事
業
、
授
業
時
数
確

保
等
に
取
り
組
み
、
成

果
を
上
げ
て
き
た
。
今

回
の
規
則
の
改
正
に
伴

い
、
各
種
の
意
識
調
査

を
実
施
し
検
討
し
、
土

曜
授
業
を
す
る
場
合
の

基
本
方
針
や
留
意
事
項

を
明
確
に
し
て
い
く
。

答答

答答

答答

問問

問問

高
山
　
由
行

願
興
寺
の
保
存
に
つ
い
て

現在の願興寺
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八
百
津
線
跡

地
整
備
と
今
後
の
計
画

に
つ
い
て

旧
八
百
津
線
は
、
平

成
15
年
に
町
が
所
有
し
、

そ
の
後
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
で
利
用
計
画

等
に
つ
い
て
、
地
元
の

意
見
を
聞
き
、
実
現
に

努
力
し
、
平
成
25
年
に

八
百
津
線
跡
地
施
行
延

長
5
8
2
ｍ
を
遊
歩

道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

現
在
は
地
元
の
方
々
が

利
用
し
、
時
に
は
農
道

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
維
持

管
理
は
、
伏
見
地
区
ふ

る
さ
と
づ
く
り
活
動
セ

ン
タ
ー
に
管
理
作
業
を

委
託
す
る
の
み
で
、
町

長
は
平
成
23
年
第
2
回

定
例
会
の
一
般
質
問
の

答
弁
で
、
遊
歩
道
の
設

置
は
介
護
予
防
目
的
で

あ
り
、
テ
ス
ト
コ
ー
ス

は
一
年
間
環
境
影
響
を

み
て
平
成
24

年
度
か
ら
本

格
的
に
事
業

を
行
い
た
い

と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
こ

の
遊
歩
道
は
、

魅
力
が
乏
し

く
、
た
だ
歩

く
だ
け
の
道

で
あ
り
、
何

ら
工
夫
が
な

い
。
平
成
26

年
度
に
伏
見
児
童
館
が

改
築
さ
れ
、
施
設
内
に

健
康
館
的
な
設
備
を
備

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
遊
歩
道
と
結
び

つ
く
要
素
が
な
い
。
沿

線
沿
い
に
は
史
跡
等
が

あ
り
利
用
価
値
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
児
童
館
よ
り

北
の
路
線
跡
地
の
整
備

計
画
が
未
だ
な
い
た
め

に
、
付
近
の
住
民
に
お

い
て
は
、
周
辺
の
畑
地

の
作
業
を
す
る
際
に
雑

草
や
樹
木
が
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
整

備
に
つ
い
て
、
地
元
の

意
見
を
聞
き
対
応
す
る

と
言
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
か
伺
い
た
い
。

�
【
総
務
部
長
】

平
成
25
年
度
、
約

6
8
0
万
円
の
事
業

費
を
か
け
、
国
道
21

号
線
南
町
道
か
ら
伏

見
児
童
館
ま
で
の
延
長

5
8
2
ｍ
を
舗
装
し
、

遊
歩
道
と
し
て
、「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
活
動

セ
ン
タ
ー
」
の
皆
様
に
、

年
間
2
回
程
度
の
除
草

な
ど
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

兼
山
ま
で
の
約

6
0
0
ｍ
の
区
間
に
つ

い
て
は
、
路
面
を
舗
装

す
る
の
み
で
は
終
わ
り

ま
せ
ん
。
法
面
の
整
備
、

舗
装
工
事
に
よ
る
排
水

施
設
の
整
備
な
ど
が
必

要
と
考
え
ら
れ
、
昨
年

度
の
事
業
費
以
上
に
大

き
な
予
算
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
伏
見

児
童
館
改
築
工
事
が
進

行
中
で
あ
り
ま
す
。
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設
備

を
兼
ね
備
え
た
複
合

施
設
と
し
て
の
伏
見
児

童
館
が
開
設
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い

遊
歩
道
と
の
一
体
活
用

が
図
ら
れ
、
遊
歩
道
利

用
者
が
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

伏
見
児
童
館
、
伏
見

ふ
れ
あ
い
遊
歩
道
の
利

用
状
況
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
、
兼
山

ま
で
舗
装
さ
れ
た
遊
歩

道
の
延
長
整
備
計
画
は
、

地
域
住
民
の
方
の
意
見

を
承
り
な
が
ら
、
具

体
的
な
要
望
が
あ
れ
ば
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
未
舗
装
箇

所
の
雑
草
、
樹
木
に
つ

き
ま
し
て
は
、
除
草
作

業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
付
近
の
環
境
整

備
を
損
な
わ
な
い
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

八百津線跡地

柳
生
　
千
明

名
鉄
八
百
津
線
跡
地
整
備
に
つ
い
て

問問

答答
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ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
り
い
か
に
町
を

Ｐ
Ｒ
し
て
地
域
振
興
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

り
、
そ
の
税
収
を
大
い

に
伸
ば
し
、
更
な
る

効
果
を
生
み
出
し
て
い

る
市
町
村
が
多
く
あ
る
。

納
税
に
よ
る
特
典
で
米

や
牛
肉
等
地
域
の
特
産

物
を
送
り
、
町
の
Ｐ
Ｒ

や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
、

あ
る
い
は
具
体
的
な

応
援
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り

町
へ
の
関
心
を
高
め
地

域
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

わ
が
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
年
平
均
17
件
。
町

の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
振
興
に

つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
の

か
。
今
一
度
、
わ
が
町

の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

�

【
副
町
長
】

町
の
地
域
振
興
を
図

る
た
め
、
町
を
代
表
す

る
特
産
品
と
し
て
「
み

た
け
の
え
え
も
ん
」
を

認
定
し
て
い
る
。

現
在
、
7
商
品
が

認
定
さ
れ
て
お
り
、
町

内
外
へ
広
く
周
知
を
図

る
た
め
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
や
各
種
報

道
機
関
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
販
売
促
進
を

図
り
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
と
も
に
ふ
る

さ
と
納
税
の
上
乗
せ
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ご
指
摘
の
納
税
に
よ

る
特
典
の
記
念
品
に
つ

い
て
は
、
町
の
魅
力
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の

を
加
え
て
い
き
た
い
。

上
之
郷
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援

に
つ
い
て

今
年
5
月
、
上
之
郷

公
民
館
で
の
「
議
会
住

民
懇
談
会
」
で
、
若
い

お
母
さ
ん
か
ら
子
ど
も

達
の
遊
び
場
が
ほ
し
い

と
の
意
見
が
出
た
。

上
之
郷
地
区
で
の
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
平

成
22
年
に
質
問
し
、「
平

成
26
年
度
ま
で
に
方

針
を
立
て
た
い
」
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

町
の
「
次
世
代
育
成
支

援
後
期
行
動
計
画
」
で

は
平
成
26
年
度
に
は
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
を
目
指
す
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
い
ま

だ
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

①
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
協
議
を
し
て
き
た
か
。

②
子
育
て
支
援
の
方
針

に
つ
い
て
、
現
在
の
考

え
は
。

③
今
年
の
夏
休
み
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
考

え
か
。

④
公
民
館
を
子
ど
も
達

が
自
由
に
使
え
る
よ
う

開
放
で
き
な
い
か
。

�

【
教
育
参
事
】

①
上
之
郷
保
育
所
内
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設

置
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
て
御
嵩
小
学
校

区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
入
部
な
ど
の
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

②
来
年
度
か
ら
始
ま
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
中
で

上
之
郷
地
域
の
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

③
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
み

に
上
之
郷
小
学
校
区
か

ら
御
嵩
・
伏
見
小
学
校

区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
入
部
が
で
き
る
よ
う

規
程
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

④
夏
休
み
の
期
間
中
の

4
日
間
午
後
1
時
～
4

時
ま
で
、
和
室
、
図
書

室
、
大
ホ
ー
ル
を
小
学

生
対
象
に
開
放
し
て
い

ま
す
。
こ
の
開
放
日
を

増
や
す
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

単
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
作

れ
ば
よ
い
と
い
う
話
で

は
な
い
。
地
域
の
声
を

ど
の
よ
う
に
聞
く
か
。

�

【
副
町
長
】

上
之
郷
地
区
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
複
合
施
設

設
計
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
で
伺
い
た
い
。

�

【
町
長
】

上
之
郷
地
区
を
子
育

て
の
し
や
す
い
地
域
に

す
る
た
め
、
知
恵
を
持

ち
寄
っ
て
方
法
を
模
索

し
た
い
。

岡
本
　
隆
子

ふ
る
さ
と
納
税　

町
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
振
興
を
！

答答

答答

答答答答

問問

問問
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町
有
地
の
有

効
活
用
に
つ
い
て

こ
の
土
地
は
美
佐
野

押
山
地
区
に
あ
り
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
計
画
さ

れ
た
ゴ
ル
フ
場
が
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
不
況
が
原

因
で
計
画
が
頓
挫
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
ゴ
ル
フ
場
開
発
事
業

者
の
特
別
土
地
保
有
税

の
滞
納
か
ら
、
様
々
な

経
過
が
あ
り
ま
し
た
が

平
成
19
年
3
月
議
会
に

お
い
て
関
係
議
案
が
可

決
さ
れ
、
当
地
区
に
約

4
万
坪
の
土
地
が
町
有

地
と
し
て
民
有
地
と
混

在
し
た
中
で
残
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
詳
細
な
ル
ー

ト
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
真
下
を
通

過
す
る
も
の
で
あ
り
開

口
部
を
通
過
す
る
一
部

は
新
幹
線
の
用
地
に
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
ト
ン
ネ
ル

の
掘
削
に
は
8
年
が

計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
そ
の
建
設
残
土
の

有
効
活
用
に
対
処
で
き

る
準
備
も
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
計
画
を
機

に
土
地
の
地
権
者
や
地

元
住
民
の
方
々
と
の
協

議
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
こ
の
土
地
を
御
嵩

町
に
と
っ
て
有
効
に
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
る
べ
き
方
向
性

と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

【
町
長
】

こ
の
町
有
地
の
有
効

利
用
は
民
間
の
地
権
者

と
の
協
働
と
い
う
形
が

必
須
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。リ

ニ
ア
の
建
設
残
土

の
処
分
地
と
し
て
は
県

を
通
し
て
手
を
挙
げ
て

い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
と
直
接

協
議
は
ま
だ
さ
れ
て
い

な
い
。
当
町
と
し
て
は

無
条
件
で
残
土
処
理

を
引
き
受
け
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
場

合
に
よ
っ
て
は
住
民
の

反
対
意
見
等
が
出
る
こ

と
も
有
り
う
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
は
丁
寧
に

取
り
組
む
姿
勢
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
時
間
が
必

要
に
な
る
と
伝
え
て
は

あ
る
。
今
年
度
中
に
Ｊ

Ｒ
側
か
ら
動
き
が
あ
り
、

直
接
交
渉
の
場
が
設
け

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
Ｊ
Ｒ
側
、
本
町
双

方
に
良
か
っ
た
と
言
え

る
活
用
方
法
に
し
た
い
。

上
之
郷
西
部

宅
地
開
発
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て

昭
和
60
年
頃
に
上

之
郷
西
部
の
井
尻
・
谷

小
原
地
区
に
ま
た
が
る

山
林
が
住
宅
地
域
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
土
地
利
用
に
よ
る

人
口
増
加
よ
っ
て
、
地

域
の
活
性
化
を
計
る

も
の
で
当
初
計
画
で

は
5
5
0
戸
の
宅
地

造
成
が
計
画
さ
れ
ま
し

た
が
一
部
の
用
地
が
買

収
で
き
ず
に
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

国
道
21
号
バ
イ
パ
ス
や

東
海
環
状
自
動
車
道

な
ど
の
開
通
に
よ
っ
て
、

名
古
屋
市
や
豊
田
市
な

ど
の
中
京
圏
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
一
時
間
を
要
し

な
く
な
り
当
時
と
道
路

事
情
は
一
変
し
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
宅
地
に

は
最
適
な
環
境
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
開
発
事

業
者
の
計
画
を
待
つ
の

で
は
な
く
、例
え
ば「
環

境
に
や
さ
し
い
太
陽
光

利
用
」
な
ど
に
特
化
し

た
小
規
模
な
宅
地
造
成

と
か
を
提
案
す
る
こ
と

も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

�

【
町
長
】

こ
の
土
地
は
用
地
買

収
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て

お
ら
ず
、
虫
食
い
の
よ

う
な
状
態
で
あ
る
た
め
、

50
戸
の
住
宅
開
発
す
ら

で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
住
宅
地
開

発
用
の
山
林
と
し
て
は

町
が
全
面
的
に
協
力
し

た
い
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
上
之
郷
地
区

で
の
可
児
川
以
北
の
大

型
の
開
発
事
業
を
す
る

と
す
れ
ば
こ
こ
だ
け
で

あ
り
、
将
来
的
に
実
現

で
き
る
よ
う
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

山
田
　
儀
雄

町
有
地
の
有
効
活
用
と
宅
地
開
発
の
現
状
に
つ
い
て

問問

問問

答答

答答
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団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
5
年
を
め
ど

に
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
医
療
・
介

護
・
予
防
・
す
ま
い
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
は
、
最
重
要
施
策

の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

①
医
療
と
介
護
の
連
携

に
つ
い
て
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

②
実
態
調
査
・
ニ
ー
ズ

調
査
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

③
介
護
保
険
料
は
他
の

市
町
村
と
比
べ
て
ど
う

か
。
ま
た
2
0
2
5
年

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
料
・

保
険
料
の
推
計
は
ど
う

か
。

④
認
知
症
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。�

【
民
生
部
長
】

①
「
医
療
関
係
者
」
や

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
」、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」、「
自
治

会
」
な
ど
多
種
多
様
な

人
々
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
高
齢
者
等
の
生
活

の
質
の
向
上
や
自
立
支

援
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
ケ
ア
会
議
を

開
催
し
て
き
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
会
議
を

ベ
ー
ス
に
「
医
療
」
と

「
介
護
」
の
連
携
に
向

け
て
発
展
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

「
医
療
」
と
「
介
護
」

の
連
携
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
医
療
・
介
護
総

合
確
保
推
進
法
」
が
成

立
さ
れ
次
第
、
具
体
的

に
、
国
よ
り
市
町
村
に

対
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
と
思
う
の

で
、
そ
の
段
階
で
、
町

と
し
て
整
備
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も

の
や
、
ど
こ
ま
で
が
対

応
可
能
な
の
か
な
ど
、

様
々
な
課
題
や
問
題
点

が
明
確
に
な
っ
て
く
る

も
の
と
思
う
。

②
実
態
調
査
・
ニ
ー
ズ

調
査
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
策
定
予
定
の
「
第

6
期
の
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
「
一
般
高
齢

者
」、「
在
宅
認
定
者
」、

「
施
設
利
用
者
」
を
対

象
と
し
た
3
種
類
の
調

査
を
実
施
し
、
5
月
に

開
催
し
た
御
嵩
町
高
齢

者
福
祉
計
画
等
策
定
委

員
会
へ
報
告
し
て
い
る
。

今
後
、
実
態
調
査
の

結
果
か
ら
み
え
て
く
る

課
題
等
も
踏
ま
え
た
計

画
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
。

③
御
嵩
町
の
保
険
料
は
、

第
5
期
計
画
で
は
、
県

内
36
保
険
者
団
体
中
14

番
目
の
4
千
8
百
円
と

な
っ
て
い
る
。
県
内
平

均
4
千
7
百
49
円
よ
り

若
干
高
い
料
金
と
な
っ

て
い
る
。

第
6
期
の
保
険
料
の

設
定
は
、
こ
れ
か
ら
の

作
業
と
な
る
。

こ
の
第
6
期
計
画
は
、

平
成
27
年
度
～
29
年
度

ま
で
の
3
ケ
年
の
計
画

で
は
あ
る
が
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
2
0
2
5
年
を

見
据
え
て
、
将
来
の
サ

ー
ビ
ス
量
や
保
険
料
を

適
切
に
推
計
す
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
も
考
慮
し
な

が
ら
の
計
画
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
。

④
認
知
症
に
つ
い
て
は
、

お
一
人
、
お
ひ
と
り
、

症
状
や
進
行
具
合
が
違

う
の
で
、
一
概
に
、
統

一
的
な
一
括
り
の
対
策

で
は
、
う
ま
く
い
か
な

い
と
考
え
て
い
る
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を

含
め
、
今
ま
で
以
上
に
、

更
に
認
知
症
施
策
の
研

究
を
進
め
な
が
ら
、「
ど

こ
ま
で
対
応
が
可
能
で

あ
る
の
か
」
や
「
町
の

施
策
に
馴
染
む
も
の
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
」、「
独
自

の
施
策
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
」
等
も
考
え
な
が
ら
、

実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大
沢
ま
り
子

将
来
の
安
心
の
た
め
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

答答

問問
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Ｊ
Ａ
跡
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

①
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
上
之
郷
地

区
活
性
化
に
つ
な
が
る

か
。

②
跡
地
利
用
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
で
あ
っ
た

の
か
。
白
紙
か
ら
の
議

論
は
で
き
る
の
か
。
住

民
の
意
見
は
ど
の
よ
う

に
聞
く
予
定
か
。

③
跡
地
の
安
全
性
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

④
上
之
郷
公
民
館
の
施

設
改
善
に
つ
い
て
、
早

急
な
対
応
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

�

【
総
務
部
長
】

①
人
口
減
少
や
商
店

等
の
閉
店
が
目
立
つ
こ

の
地
域
に
お
い
て
、
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
方
自

ら
、
施
設
を
管
理
し
て

い
た
だ
き
、
自
分
た
ち

の
使
い
や
す
い
よ
う
な

施
設
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
が
こ
の

施
設
に
訪
れ
、
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
を
強
め
、

地
域
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
こ
と
こ
そ
が
、
上

之
郷
地
域
活
性
化
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
上
之
郷
地
区
の
旧
Ｊ

Ａ
跡
地
を
防
災
拠
点

施
設
の
建
設
地
と
し
て

選
定
し
た
の
は
、「
施

設
の
立
地
と
そ
の
面

積
」、「
施
設
の
有
効
活

用
」、「
地
元
要
望
と
町

内
で
の
施
設
配
置
の
バ

ラ
ン
ス
」
を
総
合
的
に

分
析
・
検
討
し
た
結
論

と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
発
生
な
ど
の

災
害
時
に
、
緊
急
支
援

物
資
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行

う
た
め
の
防
災
拠
点
施

設
を
事
前
に
整
備
す
る

こ
と
は
、
当
町
の
防
災

行
政
施
策
と
し
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
建
設
地
に
旧
Ｊ
Ａ

跡
地
を
最
良
の
候
補
地

と
し
て
選
定
し
た
の
で

す
。平

成
25
年
度
予
算
で

の
債
務
負
担
行
為
の
計

上
、
平
成
26
年
度
予

算
で
の
設
計
委
託
料
の

計
上
を
議
会
の
皆
様
に

も
説
明
し
た
う
え
で
議

決
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
今
後
、

基
本
設
計
な
ど
策
定

作
業
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
住
民
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
具
体
的
な
方

法
は
、
行
政
か
ら
の
一

方
的
な
説
明
だ
け
で
な

く
、
例
え
ば
地
域
住
民

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
有
効
な
手
法
を

複
数
採
用
、
実
施
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
方
と

協
働
で
基
本
計
画
づ
く

り
を
行
い
ま

す
。こ
れ
こ
そ

「
白
紙
か
ら

の
議
論
」
で

あ
る
と
思
い

ま
す
。

③
平
成
25
年

度
に
作
成
さ

れ
た
、
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ

る
と
、
松
野

湖
が
決
壊
し

た
場
合
、
上

之
郷
の
当
該

地
へ
の
浸
水
が
50
㎝
に

及
ぶ
危
険
性
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

瞬
時
に
全
壊
す
れ
ば
、

最
大
と
も
言
え
る
被
害

想
定
で
の
安
全
性
の
確

保
（
浸
水
対
策
）
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
施
設

建
設
で
の
基
礎
掘
削
残

土
を
活
用
し
た
地
盤
の

嵩
上
げ
、
受
電
設
備
や

自
家
発
電
機
の
2
階
配

置
な
ど
の
対
応
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

�

【
教
育
参
事
】

④
町
内
の
4
公
民
館
は
、

昭
和
40
年
後
半
か
ら

50
年
後
半
に
整
備
さ
れ
、

改
善
箇
所
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
計
画
的

に
施
設
改
善
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
上

之
郷
公
民
館
の
施
設
改

善
の
う
ち
2
階
大
ホ
ー

ル
の
空
調
は
、
来
年
度

予
算
措
置
を
行
い
改
修

し
て
い
き
ま
す
。

安
藤
　
雅
子

Ｊ
Ａ
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問問答答

答答

JA めぐみの上之郷支店跡地
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水
道
事
業
会
計

の
健
全
性

平
成
22
年
度
に
提
案

さ
れ
た
上
之
郷
地
区
水

道
未
普
及
地
域
解
消

事
業
の
説
明
で
は
「
公

営
企
業
債
の
償
還
額
が

年
々
減
少
す
る
」「
内
部

留
保
資
金
が
企
業
債
残

高
を
上
回
り
、
将
来
必

要
と
な
る
大
規
模
な
改

修
の
備
え
が
出
来
つ
つ

あ
る
」「
料
金
改
定
に
対

す
る
一
般
会
計
補
助
を

公
営
企
業
債
償
還
に
対

す
る
補
助
に
切
り
替
え

れ
ば
、
現
段
階
と
同
程

度
の
補
助
で
実
現
で
き

る
」
と
あ
り
、
内
部
留

保
資
金
は
平
成
23
年
度

の
約
7
億
円
が
30
年
度

に
は
約
9
億
円
に
ま
で

積
み
上
が
る
と
説
明
を

受
け
た
。

と
こ
ろ
が
今
回
示
さ

れ
た
「
御
嵩
町
水
道
事

業
会
計
施
設
更
新
基
本

計
画
策
定
業
務
報
告
書
」

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
平
成
27
年
度
の
内

部
留
保
資
金
は
約
3
・

5
億
円
と
当
初
の
半
分

に
も
満
た
な
い
額
が
提

示
さ
れ
た
。

し
か
も
、
原
価
で
あ

る
県
水
の
値
下
げ
が
あ

っ
て
の
こ
の
数
値
に
は
、

驚
き
を
禁
じ
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の

二
点
を
お
聞
き
す
る
。

①
平
成
22
年
と
25
年
の

間
に
何
が
あ
っ
て
、
こ
の

変
更
に
繫
が
っ
た
か
。

②
本
来
、
原
価
が
下
が

れ
ば
、
値
下
げ
す
る
の

が
当
然
で
あ
る
と
思
う
。

今
後
の
こ
の
会
計
の
方

針
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

�

【
建
設
部
長
】

①
上
之
郷
地
区
水
道
未

普
及
地
域
解
消
事
業
の

財
源
を
企
業
債
で
借
り

る
こ
と
な
く
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
39
年

度
ま
で
の
施
設
更
新
計

画
の
費
用
を
、起
債
（
借

金
）
に
頼
ら
ず
内
部
留

保
資
金
を
財
源
に
充
て

た
こ
と
で
す
。

②
水
道
事
業
会
計
の
健

全
運
営
の
た
め
に
は
如

何
に
借
金
を
し
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
内
部
留
保
資
金

の
み
に
着
目
し
な
い
で

企
業
債
残
高
と
の
差
に

留
意
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
大
規
模
な
更
新

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
補
助

金
や
内
部
留
保
資
金
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

で
、
借
金
を
少
な
く
し
、

経
営
の
健
全
化
を
図
り

ま
す
。�

【
町
長
】

①
内
部
留
保
資
金
は
原

価
償
却
費
の
積
み
上
げ

で
、
施
設
の
更
新
な
ど

に
使
用
す
べ
き
も
の
で
す
。

大
き
な
施
設
の
更
新
を

し
て
い
け
ば
内
部
留
保

資
金
が
減
っ
て
い
く
の
は

当
然
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
変
更
に
な
っ

て
も
何
ら
違
和
感
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
大
事
故
も

発
生
し
て
お
り
、
今
後

の
展
開
は
施
設
更
新
も

必
要
と
考
え
、
水
道
料

金
の
値
下
げ
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
将
来
に
繋

げ
る
こ
と
が
我
々
の
責

任
で
あ
り
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
。補

助
金
交
付
状

況
御
嵩
町
補
助
金
交
付

規
則
第
14
条
2
項
に
は

「
町
長
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
補
助

金
等
の
交
付
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
補
助
金
等
を
概
算

払
ま
た
は
前
金
払
に
よ

り
交
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
あ
る
が
、
み

た
け
華
ず
し
へ
の
地
域

づ
く
り
施
設
整
備
交
付

事
業
の
補
助
金
交
付
は

こ
の
例
に
沿
っ
た
も
の
か
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
申
請

は
何
時
で
、
審
査
は
何

時
行
わ
れ
た
も
の
か
。

�

【
総
務
部
長
】

み
た
け
華
ず
し
へ
の
補

助
金
は
「
御
嵩
町
補
助

金
交
付
規
則
」
で
は
な

く
、「
御
嵩
町
地
域
づ
く

り
施
設
整
備
助
成
金
交

付
事
業
実
施
要
綱
」
に

基
づ
く
補
助
金
で
あ
り
、

昨
年
11
月
20
日
付
け
で
、

申
請
書
を
受
理
、「
御
嵩

町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
検

討
委
員
会
」
の
審
査
を

経
て
、
11
月
29
日
付
け

で
交
付
決
定
を
行
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
前

金
払
い
及
び
出
来
高
払

い
の
請
求
は
な
く
、
事

業
完
了
後
に
提
出
さ
れ

た
実
績
報
告
書
の
検
査
、

確
認
を
経
た
の
ち
一
括

で
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
益
々
活
動
を
広

げ
ら
れ
、
御
嵩
町
の
活

性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

答答

答答

答答

問問

問問

伊
崎
　
公
介

水
道
事
業
会
計
の
健
全
性
と
補
助
金
交
付
状
況

	 みたけ議会だより （平成26年8月15日号）	 －14－



上之郷地区活性化事業について参加者からのご意見1

参加者からのその他のご意見2

ご意見に対する議会での対応3

　5月 16 日（金）に上之郷公民館
で開催しました。地元議員の山田、
山口両議員に無水道地域解消事業、
上之郷地区活性化事業等の進行中の
事業や今後の課題等の提起の後、上
之郷地区の活性化について意見を伺
いました。

❶	高齢者の交流や体力づくり、筋トレ等のできる場にしていただきたい。
❷	公民館はエレベーターがなく 2階が高齢者には使用しづらく、会議等を開催しても参加する人が
少なく、トイレも和式で高齢者には使用しづらい。

❸	空き家を有効活用できるように工夫していただきたい。
❹	小和沢の産廃計画跡地をどう活用するのか考えて欲しい。
❺	デマンドタクシーのしくみが理解できていない高齢者が多く、行政に分りやすく説明するよう伝
えて欲しい。また、多人数の集会には利用しづらい。

❻	消防団員の確保のため、住宅建設を希望する。
❼	JA 跡地に活性化のために施設を造るなら、行政が住民に直接意見を収集するだけではなく、自治
会等も交えた委員会のようなもので行政と交渉できるようにして頂きたい。

❽	この地区は特に人口減少が激しい。人口増加を図るような工場誘致や公園・児童館等を整備し、
放課後児童クラブや休み中に児童を預けられるよう願う。

❶	謡坂地内の残土処分場は土砂災害が懸念される。また、大型車による運搬で、危険性と道路のい
たみが懸念される。

❷	折角、無水道地区解消事業をするなら、消防団員の減少もある中、効率よく消火活動ができるよ
うに消火栓の設置を希望する。

❸	開催日が自治会会長会と同日であった。開催日に配慮していただきたい。

　懇談会を主催した議会として、町長宛に議長名で 5月 30日付けで要望書を提出しました。

第 4 回御嵩町議会住民懇談会報告
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アンケートによる主なご意見
［アンケート集計：27名参加中 16名提出、提出率 59.3％］

男　　　性 女　　　性 無　記　入

10 5 1

上　之　郷 御　　嵩 中 伏　　見 無　記　入

11 0 2 1 2

30 代 40代 50代 60代 70代 80代 無記入

1 3 3 4 3 1 1

・	JA跡地に公園や学童施設を建設して頂けるとありがたい。
・	学童は、上之郷公民館を利用しても良いのでは？と思います。
・	公民館をもっと利用できると良いと思う。
・	高齢者が公民館 2Fに上がる事が困難だと言われるならば、利用対象年齢を下げて…小学生の学童
に利用させて頂けるとありがたい。

・	高齢者の為の施設は JA跡地に作って頂いて…
・	学童があれば母親も安心して働けると思います。是非お願い致します。
・	上之郷公民館を全面改装しなければいけない状態ならば、跡地に公民館を建てて頂いても…と思い
ます。

・	上之郷公民館の利用も含めた意見ならば、学童を公民館の 2Fでやってもらえないでしょうか？
・	子育てのしやすい地域にしてほしいです。
・	もっと若い世代の意見交換の場を設けてほしいです。
・	回覧で見た紙では、集まる内容が詳しく書いてないため、参加者は決まった人しか来ないと思うの
で、わかりやすく書いたものを回してほしい。

・	このような会をたびたび行ってほしい。
・	JA跡地問題について早期に解決してほしい。
・	（空き家対策）上之郷地区で支所に行けばすぐわかるようにする。
・	（地区の活性化）もっと若い人たちもまきこんで進めてもらいたい。
・	敬老会の件ですが、可児市は 75才だけを祝うよい行いがなされていると思います。私たちは不便
で運転も出来ませんので敬老会はこれからも出席出来ません。税金も助かると思います。100才
の祝いはしてあげてほしいです。

・	マリア様の所に停留所、再度考えてほしいと思います。
・	5/21 にぬくもりの家で話し合いをして老人も活性化の中に入れてほしい。意見を聞いて、申込し
たいと思います。
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要望書を提出

要望書の内容

平成26年 5月 16日に開催した「上之郷地区御嵩町議会住民懇談会」において、参加された住民
から要望が出されたので、重要と思われるものについて、早急に対応していただくよう平成 26年 5
月 30日付で要望書を町長宛に提出しました。

1．謡坂地区内を通過する工事車両の通行について
謡坂地区内にある残土処分場に土砂を搬入するダンプカーの通行量及び通行速度について地元住
民が危険と感じている。安全通行に十分に心がけるよう工事発注者に対し、伝えること。

2．謡坂地区内の残土処分場の安全性について
大量の土砂を搬入しているが豪雨等による土砂崩れが懸念される。安全性を確認し、地元住民に
対し報告すること。

3．予約バスの周知徹底について
予約バスについては回覧板等で周知がされているが、高齢者の中には回覧板を見ることもなく、
知らない人が多くいる。一層の周知徹底を図ること。

4．上之郷公民館の施設改善について
上之郷公民館の 2階ホールの空調設備を速やかに改善すること。また、トイレも既設の和式トイ
レに、座位できる洋式性のものが上から置いてあるだけで狭く使い辛いため、他地区の公民館と同
様に洋式トイレを設置すること。さらに会議室やホールは 2階にあり、高齢者が階段を上り下りす
ることは非常に困難なためエレベーターの設置要望があったので、その対応を検討すること。

5．上之郷地区内の充分な消火栓設置について
上之郷地区には消火栓が少ない。新たに上水道が布設されたこともあり、消火栓の設置又は防火
水槽の設置を検討すること。

　御嵩町議会では、住民の皆さんとの懇談会のみならず、町内の各種団体の
方々とも懇談会を開催したいと考えています。ご希望があれば議員個人また
は、議会事務局までお問い合わせください。

第 4 回御嵩町議会住民懇談会報告
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編

集
後
記

6
月
定
例
会
は
第
4
回
議

会
住
民
懇
談
会
を
5
月
16
日

に
行
っ
た
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
総
勢
7
名
が
一
般
質
問

に
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
と

答
弁
が
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
答
弁
の
中
に
は
、
職
員
の

研
鑽
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
も

存
在
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
願
興
寺
文
化
財

保
存
を
考
え
る
会
よ
り
、
修

復
に
対
す
る
検
討
委
員
会

設
置
の
請
願
が
谷
口
・
佐
谷

両
議
員
の
紹
介
で
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
賛
成
全
員

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

8
1
5
年
伝
教
大
師
（
最
澄
）

草
創
と
い
う
御
嵩
町
の
至
宝

の
保
存
に
議
会
も
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
嵩
町
や
町
民
の
将
来
の

た
め
、
行
政
と
と
も
に
議
会

も
し
っ
か
り
と
研
鑽
、
努
力

し
、
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｉ
・
Ｋ
）

【
26
年
5
月
〜
7
月
】

議
会
日
誌

永
な が せ

瀬俊
しゅんいち

一	氏を選任
　平成 18年 6月から 8年間務められている永瀬	俊一	氏の任期満了に伴い、同氏を選
任（再任）する案が平成 26年第 2回定例会で同意され、6月 17日付けで町長から任
命されました。
　地方自治法の規定により、代表監査委員となります。
　任期は平成 26年 6月 17日から平成 30年 6月 16日までです。

住所　御嵩町中（西屋敷）

監査委員

5
月

7
月

6
月

8
日 

可
茂
地
域
市
町
村
議
会
議
長
会
議

10
日 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
会

11
日 

か
も
１
グ
ラ
ン
プ
リ

12
日 

可
茂
町
村
議
会
議
長
会

16
日 

議
会
住
民
懇
談
会

19
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

全
員
協
議
会

20
日 

可
茂
食
品
衛
生
協
会
御
嵩
支
部
定
期
総
会

 

商
工
会
通
常
総
会

 

可
児
地
区
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

22
日 
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

臨
時
会

23
日 
第
３
回
臨
時
会

 

議
会
運
営
委
員
会

 

議
会
活
性
化
研
究
会

26
日 

民
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

27
日 

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会

28
日 

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会

29
日 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

30
日 

全
員
協
議
会

 

議
会
運
営
委
員
会

2
日 

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
評
議
員
会

5
日 

第
２
回
定
例
会
（
初
日
）

8
日 

可
児
郡
消
防
操
法
大
会

9
日 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
岐
阜

県
期
成
同
盟
会

10
日 

第
２
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

 

議
員
全
員
協
議
会 

11
日 

民
生
文
教
常
任
委
員
会

12
日 

岐
阜
県
議
会
総
務
委
員
会
視
察

13
日 

第
２
回
定
例
会
（
最
終
日
）

16
日 

行
政
懇
談
会

19
日 

（
仮
称
）
伊
岐
津
志
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

21
日 

少
年
の
主
張
大
会

24
日 

伏
見
児
童
館
改
築
工
事
安
全
祈
願
祭

25
日 

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
例
月
検
査

30
日 

議
会
報
編
集
委
員
会

1
日 

国
土
交
通
省
と
の
事
業
調
整
会
議

2
日 

新
丸
山
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

通
常
総
会

3
日 

東
海
環
状
自
動
車
道
中
東
濃
地
域
建

設
促
進
協
議
会
定
期
総
会

7
日 

名
鉄
広
見
線
活
性
化
協
議
会

9
日 

全
員
協
議
会

 

議
会
活
性
化
研
究
会

17
日 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
談

会

18
日 

四
線
促
進
期
成
同
盟
会

22
日 

議
会
報
編
集
委
員
会

 

岐
阜
県
知
事
視
察 

23
日 
可
茂
町
村
議
会
議
員
研
修
会

25
日 
岐
阜
県
議
会
企
画
経
済
委
員
会
視
察

29
日 
岐
阜
県
議
会
土
木
委
員
会
視
察

30
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
例
月

検
査
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